
相.自然現象

10-1.時間 (季節 ｡1日の区分)

10-1-1.季節

些璽

春 : パィカル paykar｡ シリパィカル sir-paykar(春になる)0 3月末から4月の雪解け

の頃｡

夏 : サク sak｡ シリサク sir=sak(夏になる)｡草の芽や木の芽が出るのを目印にする｡

タネ シリサク ワ ムン カ エブヨ テクニ カ エブヨ tanesir-sakwamunkaepuyo

cikunikaepuyo｢もう夏になって､草も芽が出て､木も芽が出る｣｡

秋 : シッチエク sit-cukくsir-cuk｡秋になった目印は､紅葉(こハム フレ nlhamhGre)

である｡紅葉すると､母は､｢もう秋になるようだ｣(タネ シツチュク ノイネ シラン tane

sit-cuknoynesiran)と言った｡秋に草が枯れることをタネ ムン カ オンネ ワ オケレ

ワ tanemunkaonnewaokerewaという｡

冬 : シリマタ sir-mata(冬になる)｡冬になる目印は､雪が降る事｡マタノシキ matanoski

とは､真冬の事｡雪が少し降って来る (ウパシ ボンノボンノ アシ upasponnoponnoas)

と､もう冬が近いなあ (タネ シリマタ ハンケ ノイネ tanesir-matahankenoyne)と

母が言っていた｡

〔白沢ナベ氏〕

旦名

(トエタンネ toetanne という月の名があるかとの間に対して)､ トイェタンネ to(y)

etanne は､日が長い､ トエタクネ to(y)etakne は日が短いという意味だが､月の名前と

して使っていたかどうかわからない｡

スネアンチュプ suneancup という月の名があるかどうか尋ねるが､秋味が盛んに上る頃の

11月に舟でスネ sune(松明)を使って漁をするので､11月頃のことだろうが､月の名前とし

て使ったかどうか不明である｡

〔白沢ナベ氏〕

まわりに和人が多く､月の名前も和人式に シサム イタク Sisamitak(日本語)でシネ チ

ュプ sinecup､ トウ チュプ tucup､レ チュプ recup､イネ チュプ inecupと言っ

ていた｡

〔小田イト氏〕

年中儀礼
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樽 (シントコ sintoko)に酒を作って､冬とか春に忙しくないときに､オサツやカマカの人

を呼んで､ランコシで行う｡ウサクマイの人とは､付き合いがなかった｡熊送りとは別に行う｡

〔小田イト氏〕

ハルエカムイノミ haru-ekamuynomi とは､風をひかないように冬に神様にお願いするこ

と｡米､干し魚､煙草をお膳に入れて外に置 く｡

〔小田イト氏〕

熊マタギに行 く人は､そんなに多くないし､自分達で個人的に火の神にお願いして､山の神

に伝えてもらう｡コタン全体でするカムイノミ kamuynomi はない｡

〔白沢ナベ氏〕

10-2.気象 ･天候 ･災害

10-2-1.寒さ

人が寒いと感じる時は､メライケ merayke で表現する｡クメライケ ku-merayke(私は

寒い)｡クルル バクノ クメライケ k-ururupaknoku-merayke(ぶるぶるとふるえるよう

に寒い)｡ソモ エメライケ､アフン マ アペクル ヤン somo e-merayke,ahunmaape

-kuruyan(寒 くないかい､入ってあたりなさい)0

外が寒いのは､mean で表現する｡タント アナクネ メアン フミ tantoanaknemean

humi(今日は､寒いなあ)0

タシコロ ーaSkor は､夜の寒さ､冷え込みに用いる｡タノクラン タシコロ tanOkurantaskor

(ゆうべはしばれたな)｡タシコロ アン フミ taskoranhumi(冷えるなあ)｡

手が冷たい､水が冷たい事を ナム nam という｡クテケ アリキンネ ナム マ オケレ

ku=tekearkinnenammaokere(私の手が冷たくなった)｡クテケ カ エテケ カ ナム ku

-tekekae-tekekanan (私の手もおまえの手も冷たい)0

凍る事を､コンル ルブシ konrurupusという｡

支第湖は､昔は､パテパテ曳きを出来るくらいに厚 く凍ったものらしい｡50-60cmも氷があ

った｡

〔白沢ナベ氏〕

千歳川は､凍らなかった｡冬に葬式があっても死んだ人を舟に乗せて渡すくらいだ｡

〔小田イト氏〕

千歳川は､流れが速いので凍らないのだろう｡恵庭川は凍る｡千歳川は､凍らなかったので

冬でも舟で渡った｡チプ アニ パテク クサン cipanipatekkusan(舟で渡る)｡クシ タ

カ チセ ペ ネ クス エンクサン ヤン kusitakacisepenekusuen-kusanyan(向

こう岸に家があるので渡してくれ)0

〔白沢ナベ氏〕

ナイベツは､ナム マクカ nammakka(わき水)があるので､冬には川が凍らずに､湯気
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が立っている｡冬にカジカとり (ェソタカ コイキ esokkakoyki)をした｡

オカ スイ オクラン ペツ ルブシ アナン(ルエアン)ネ-ナ okasuyokuranpetrupus

anan(ruean)nena(また､ゆうべ川が凍った)0

氷が融けるのは､ルー ru という｡ルブシ ウシ タネ ル- アナン(ルエアン) rupus

usitameruanan(ruean)(凍ったところが融けた)｡コンル ル- アナン konrurua

nan(氷が融けた)｡ペツ ル- アナン petruanan(川が融けた)0

〔白沢ナベ氏〕

立木が樹氷のようになることをテクニ レクシ ルェ ネ アン cikunirek-usruenean

という｡

つららは､ノキ コンル nokikonru という｡太 くて長いつららが下がるとパーピリカ pa

pirka(作が良い)という｡

父の話だと､川の底から凍みて来るという｡川底の石が凍って､氷の中に閉じ込められて(ペ

ツ アサム コンル コル クス petasamsumakonrukorkusu)流れる事があるそうだ｡

母の話だと､根志越 (ネシコシ neskosi(neskousi)にいた時に､千歳川が真冬に干上が

ってしまった｡おかしいと言うことで､若い者がカンジキを履いて､川上へ見に行ったそうだ｡

川の上の神社の上手は､チカブ ト ハッタリ cikaptohattariという深みだが､そこに氷が

詰まって川がせき止められていたそうだ｡石川さんの家までずっと氷が詰まっていたので川の

水が流れなくなったらしい｡

川の流氷をモムペ mompe という｡モムペ サン mompesan(氷が流れて来る)｡コン

ル ポネポネ ワ モム コルカ konruponepone(?)watantomomkorka(氷が流れて

来る)｡

冬の夜に寒さが厳しいと立木が凍って大きな音を出して割れる(ニ ブシ nipus)あるいは､

チタニ ブシ cikunipus)0

霜柱をシン ルブシ (sinrupus(sirrupus)とかモシン ルブシ (mosinrupus(mosir

rupus)という｡ガラスの霜は､ガラス ルブシ アナン garasurupusanan という｡

〔白沢ナベ氏〕

川-2-2.暑さ

シリ ボプケ sirpopke(暖かい)｡シリ セセク sirsesek は､汗が出るほど暑い｡タン

ト シリ セセク フミ アン tantoposirsesekhumian(今日は､あっいなあ)0

日照りは､シリ サッ sirsatという｡マカナク ネ ワ エネ アプト カ ルイ カ ソ

モキノ シリ サッ ペ ネ クス (シリ サッ マウネプ ネ クス)アイト イタブ カ (レ

クテ ィウン イウン コルカ)レクチ サッサッ コルカ makanaknewaeneaptoka

ruykasomokinosirsatpenekusu (sirsatmawnepnekusu)aitoitapka(rekuciiun主un

korka)rekucisatsatkorka(どうしたのか､雨も降らず､日照りで喉も乾 くな)0

10-2-3.台風
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台風は､ウェン レラ wenrera とか シポエ レラ sipoerera という｡

台風が来た時に､家が転べば､危ないからと､家を横に走る梁 (ウマムキ umamki)にまん

中を縛った臼(ニス nfsu)をぶら下げて､ニス カムイ チセ エプンキネ nisukamuycise

epunkine(臼の神､家を守ってくれ)と言ってお祈 りする｡

〔白沢ナベ氏〕

台風が来たとき､梁 (ウマムキ umamki)にカトウンキ katunki をつなぎ合わせた紐で

イウタこ iutani(秤)をしぼりぶら下げる｡

〔小田イ ト氏〕

10-2-4.風

風が吹 くことをレラ アシ reraas という｡マッ ナウ matmaw ((matmaw)は､

女風で､北風のこと｡尻をはだけて､ひっくりがえっていると､尻に雪や風がぶつかって女が

喜んでいる話がある｡メナシ マウ menaSmaW は､男風と吾われ (?)､苫小牧方面から

吹 く風｡イタサブ itasap は､南の方の風で､マッ ナウ の反対｡

その他に､ピカタ pikata､イカ メナシ ikamenas､イカ マッ ナウ ikamatmaw

の風があるが詳しくは知らない (イカ ikaは越えること)0

〔白沢ナベ氏〕

10-2-5.要

雲をニシ nis とかこシクル niskur という｡入道雲が出ることを カムイクル へ トウク

パ kamuykurhetukpa という｡

〔白沢ナベ氏〕

入道雲をカムイニシ kamuynis という｡入道雲が出ると雨が降る｡雷(カンナカムイ kanna

kamuy)が来る｡アプト ルイ ノイネ､ニシクル アン aptoruynoyne,niskuran(雨が

降ってくるよ､雲が出ているから)0

〔小田イト氏〕

10-2-6.霧 ･雨 ･雪

霧が出ることをウラル アッ urarat という｡ペッ ウラル アッ peturarat(川面に

湯気が出る)0

雨が降ることをアプト アシ aptoas という｡アプト ユプケ aptoyupke とは､大雨､

どしゃぶりの雨｡ルヤンペ ruyanpe は､ひどい雨降り｡

雨の神をルヤンペカムイ ruyanpekamuy とか雪の神をウパシカムイ upaSkamuyとか

は､言えるが､普段イナウを作って祈る神ではない｡

大雨を止めるために祈った (カムイノミ kamuynomi)という話がある｡雪の神は､降っ

た方がつぎの年の作が良いので祈ることはない｡雪解けが遅いと､土の中のばい菌が死んでよ

いのだろう｡ルヤンペカムイ タネ チャリ エシクテ ニウケシ テク､ヤイラムトモイタク

エキ クス ネ-ナ ruyanpekamuy,tamecarie-sikteniwkescik,yayramutomoitake-

-78-



kikusunena(雨の神よ､このざるを一杯にできるなら､好きなだけ降りなさい)あるいは )i,

ヤンペカムイ､ヤイラムトモイタク エキ クス ネ-ナ､タネ チャリ エシクテ エアシカ

イ チキ ネ バクノ エルイ ヤクカ ビリカ ナ ruyanpekamuy,yayaramutomoitake

-kikusunena,tamecarie-sikteeaskaycikinepaknoe-ruyyakkapirkana(雨の神よ､

好きなだけ降りなさいoこのざるを一杯にできるなら､どんなけ降ってもいいですよ)と言っ

てお祈りする｡

〔白沢ナベ氏〕

毎日雨が降り続けることを ケシト ケシト ルヤンペ kestokestoruyanpe という｡ア

プト ルヤンペ aptoruyanpe(大雨)｡ウェン ルヤンベ ア クス ネプ カ ア キ カ

エアイカブ､アサッケ カ ニアイカプ Wenruyanpeakusunepkaakikaeaykap,a-

satkekaeaykap(雨がひどくて､なにもできない｡魚を干すこともできない)｡雨が降り続 く

ようなら､ざるを干し竿につるしておく｡

〔小田イト氏〕

雪が降ることをウパシ アシ upasas という｡ペソシ アシ (または ルイ)pesosas/

ruy(みぞれ､べた雪)｡サ トウパシ sa t - u p as は､乾いたさらさらの雪｡

サ トウパシ アシ sat-upasas(さらさら雪が降る)0

根雪をシロマ ウパシ sir-omaupas｢落ち着いた雪｣と言っていた｡

ふぶきをウブン upun という｡ウブン パッチェ upunpatceは､ふぶきで地面の雪が飛

ばされる｡タント ウブン アシ (または､ルイ)tantoupunas/ruy(今日はふぶくね)0

ウ-カ uka(堅雪)は､3月末頃から｡

雪が融けることをウパシ ル- アナン upasruanan｡

雪かきをウパシケ upaskeという｡ボロンノ ウパシ アシ ワ クス タント クパシケ

poronnoupasaswakusutantok-upas - k e (たくさん雪が降ったから､雪かきをする)｡雪か

きに使う道具をカスケプ kaskep という｡屋根の上､庭も道路もカシケプでする｡

〔白沢ナベ氏〕

10-2-7.雷

雷(カンナカムイ kannakamuy)が落ちることをカムイオニシポソ kamuy-onisposo と

いう｡アウタ カムイオニシポソ a-utakamuy-onisposo(隣の家に雷が落ちた)(小田イト

氏)｡アン チクニ カシ ウン カムイオニシポソ ancikunikasunkamuy-onisposo(あ

そこの木に雷が落ちた)0

〔白沢ナベ氏〕

雷がなると皆､緊張する (オリバク oripak)｡雷鳴をカムイフム kamuyhum という｡

稲光をイメル imeru という｡

〔小田イト氏〕

雷の悪口をいうと雷神が怒り､稲光が真っ赤になるという｡怒らない時の稲光の色は､白い｡
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稲光が光ることをイメル アシ imeruas という｡(11章｢火の神が雷神を諭した話｣を参照｡

〔白沢ナベ氏〕

10-2-8.虹

虹をラヨチ rayoci という｡虹に指さすと､指が腐るとか､指させば追いかけて来るから､

指さすものではないと言われて子どもの時､脅かされた｡虹が出たら､追われないように虹に

向かって､鎌で切る真似をするとよい｡また､土の上に虹を措き､棒で切る真似をするとよい｡

〔白沢ナベ氏､小田イト氏〕

10-2-9.地震

地震をシリシモイェ sir-simoye という｡父親の話では海にいる大きな魚があばれるので(求

ロ チェプ ホチカチカ porocephocikacika)するから地震が起きると言われていたそうだ｡

ユーカラには､刀を持ってきて､炉緑木 (イヌンペ inunpe)の後ろ (外側)に刺して､海に

いる大きなアメマス (ポロ トウクシス porotukusis)に向かって､おまえの腰骨を押さえる

ぞ (エイクウェ ラリ e-ikkewerari)という｡

10-2-10.洪水 ･津波

夏に特に洪水 (オキムンベ okimunpe)がある｡山が削られて (シリコトロ ソシケ (また

は､ルツケ)sirkotorososke(rutke)流れて来る｡

〔白沢ナベ氏〕

昭和11年7月が最後の洪水だった｡夏イモの収穫するときに畑が削られ､醇化場まで丸木舟

で行ったのを覚えている｡

〔小田イ ト氏〕

10-3.天体

太陽と月をさして､チュプ cupという｡昼は太陽は特にトカプ チュプ カムイ tOkapcup

kamuy というが､夜の月は､カムイ kamuy をつけず､クンネ チュプ kunnecup と

いう｡

星の名前は､明けの明星をこサッ サウオツ nisatsawot｢夜明けに逃げる｣､宵の明星を

アロメマン ノチゥ ar-OnumannOCiw ｢宵の星｣という｡

ムンヌエプ munnuep(ほうき星)という星があるが､悪い星だ(どの星に相当するか不明)｡

流れ星は､ノチゥ マッコイワク nociwmat=ko=iwak｢妻の所へ帰る｣という｡

天の川は､ペッ pet｢川｣と考えられていたO天の川の一部 (西側の方､すなわち川上の方

を指して説明した)に真っ白いものがあると､千歳川に鮭が上らず(シコッ ペッ チェプ サ

ク sikotpetcepsak)､ トウシペツ tuSpet(江別か当別か不詳だが､そちらの方の川の名)

にたくさん鮭が上る(チェプ オッ cepot)｡反対側 (東側の方､川下の方を指して説明した)

に真っ白いものがかかると､千歳川に鮭がたくさんのぼり､ トウシペッに鮭が上らない｡

〔白沢ナベ氏〕
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川-4.地理 ･地形

10-4-1.コタンとその近隣の概況

釜加 (カマカ)は､千歳川本流から離れたところにある村で､ミズモト､ツカモト､チフネ､

トチギ (2軒)､ トリイ､ハセガワ(2軒)など11､2軒の家があった｡皆､農家をしていたが､

特にミズモト､ツカモ トは､水田も作っていた｡水田を作っている人の生活は､シサム sisam

(和人)よりもよかった｡

根志越 (ネシコシ)には､ノモト(2軒)､ミズモト､フクオカ､ トリサワ､カワバタなど10

軒ほどの家があった｡カワバタ ･アリンカタンという人は､クマ獲りの名人であった｡ネシコ

シ出身のタホブパ ウナルペ tahoppaunarpe という人は､街に住んでいた｡マチャ ウン

フチ maciyaunhuci｢街のおばあさん｣と呼んでいた｡

ランコシは､大和町から上流､ナィペッまでをいう｡川に沿って細長いポロコタン(町)だ｡

ポロ コタンというのは､人がたくさん住んでいる所という意味だ(白沢ナベ氏)｡大和町には､

トウペ トマイ tupetOmay という川が流れている｡

〔小田イト氏〕

川向いには､ハチローさん､シロタさん､ヒコイチ ･エカシ､マゴ･エカシ､などが住んで

いた｡イクタサ ikutasa(酒宴)に行った｡川向こうに渡るには､さお (トウリ turi)で動

かす丸木舟で行 く｡エン クサ ヤン en-kusayan(私を渡して下さい)という｡

〔小田イト氏〕

ウサクマイは､ナイペツより上流の地域だ｡醇化場､第4発電所､ヌナイ nunay 沢を通り

越してずうと奥まで人家があった｡

ユナイ川の尻 (千歳川に出る川尻)の上に1軒家があって､ウツキパパが住んでいた｡さら

に上流のソッキ sotki にはイワヤマさんが住んでいた｡ソッキに住んでいる人のことをソツ

キ ウン ウタル sotkiunutar という｡

〔白沢ナベ氏〕

図15.エウコツの地形
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私は､醇化場の近 くのエウコツ eukot という所で生まれた｡エウコツは､図15のような二

つのため池があったのでついた名だ｡近所には､ケネタイ kenetay(ハンノキ林)もあったし､

ススタイ SuSutay(ヤナギ原)もあった｡ススタイは､川原近 くのじめじめしたところ (ペチ

ペチ pecipeci)にできる｡

〔白沢ナベ氏〕

モンベツよりちょっと下流にプィラボク puyrapok というところがある沢の出口に小さな

滝があるのでこの名がついた｡プィラボクに住んでいる人のことを､プィラボクン ウタル puyrapOk

unutar という｡

〔白沢ナベ氏〕

10-4-2.地形名称

川をペツ petという｡ボン ベッ ponpet(小川)｡ポロ ペッ poropet(大きな川)0

ナイ nay は沢のこと｡ここら辺では､オサツ､イヨマイ iomay(36号線 (国道)のあた

りで千歳川に合流する川)､ トウメム tumem (ネシコシにあるわき水)がそうだ｡

海は､アトウイ atuy という｡

〔小田イト氏〕

図I6.川を中心とした地形名称

コトロ

kotor
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川原をピタラ pitar｡スマピタラ sumapitar(石原)｡草､木が茂って腐ってだんだん高く

なったところもピタラ pitar という (石がなくても)0

トシカ toska(川岸､川縁)は､草､木が生えている｡水辺にはホリンコ horinkoが生え

る｡ホリンコとは､背の余り高くない草で､やちけ(湿地 ペチペチ pecipeci)に生える革の

名である｡川原に生えているヨシワラは､ホリンコサラ horinkosar という｡(白沢氏)｡トシ

カ toska は恐ろしい｡下がえぐれていて､危ない｡魚の隠れ場所だ (小田氏)｡ トシカ チ

ョルポク ワ パイェ､モム マ イサム toskacorpokhorakwapaye,mommaisam (川

縁の下が崩れて行った｡流れてしまった)｡トシカでも高いのと低いのがある｡ランケ トシカ

ranketoska は､｢低い川岸､川縁の低いところ｣で､ピンニ pinni(ヤチダモ)､スス susu

(ヤナギ)､ケネ kene(ハンノキ)が生える｡リタン トシカ rikuntoskaは､｢高い川岸｣

で､リクン トシカ カ タ rikuntoskakata(高い川岸に)コタンがある｡ランコ ranko､

たまにピンニ pinni､カリンパ karinpa(桜)､チクペニ cikupeni､オブケニ opkeni(｢ひ

きざくら｣｡折ると香りがするから opkerli｢放屈する木｣というのだろう)が生える｡ トーペ

ンニ topenpeni｢桑の木｣(実がなる)が生える｡(白沢ナベ氏)桑の木でテシマ tesma｢か

んじき｣を作る (小田イト氏)0

ケナシ kenas とは､山の中の木のあまり生えないところだ｡川のそばの木原はケナシ kenas

とは､言わない (小田イト氏)0

フ/レ hur は山の斜面｡フル カリ ラパン ロ hurkarirap-anro｢坂から降りよう｣､

フル カリ ナベ フチ エク ワ アン マ hurkarinapehuciekwaanma｢坂を下っ

てナベばあさんが来ているよ｣､フットム huttom (<hur-tom)は､｢坂の途中｣(小田イト

氏)｡ トーペンこ､タッニ tatni(樺)､カリンパニ karinpani､プンカウ punkaw(ドスナ

ラ)､オブケ二などウサオカイペ usaokaype｢いろんなもの｣が生える｡フル コトロ ネ へ

トウクパ テクニ オピッタ ニナルカ タ カ へ トウクパブ ネ｡エネ ネ｡ヘトウクパブ

ネ ルウェ ネ ナ｡エラムアン ヤン hurkotoronehetukpacikuniopittaninarkataka

hetukpapne.enene.hetukpapneruwenena.eramuanyan.｢斜面に生える木はみん

なニナルカにもはえるものだよ｡そうなんだよ｡はえるんだよね｡わかってちょうだい｡｣

フルを登ると平らな所に出る｡それはニナルカ ninarka という｡フルカ hurka ともい

う (白沢ナベ氏)｡ニナルカ タ ニーナ ninarkatanfna(｢まきとり｣しよう)と言った｡

(小田イト氏)0

白樺は山の上のほうに生える｡木を切った後に生える｡レタックッニ retattatni(<retar

tatni)という｡ガンピは､シータッニ sltatni という (白沢ナベ氏).

ニナルカ ninarka には櫓の木が主に生える (小田イト氏､小山田直美氏)｡トーペンこも

生える｡

フプタイ huptay(松林)は､ずっと奥に行かないとない｡ヤヤン テクニ タイ パテク ア

ン yayancikunitaypatekan(普通の林しかない)｡ベロ (p昌ro 檎)､ランコも､ヤヤン
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テクニ yayancikuni(普通の木)だ｡この辺にないのは､オンコ｡柏 (トウンニ tunni)ち

ここらにない｡恵庭に行かないとない｡ポロヌプ poronup(地名)という所に棺があった (白

沢ナベ氏)｡ポロヌプにはハスカップも生えている (小田氏)0

草原は､ムントイ muntoy という｡ヨシワラをスプキサラ supkisar とかキーサラ klsar

という｡ トクサの生えた所を､シブシプサラ sipsipsar という｡〔白沢ナベ氏〕

10-4-3.方向名称

1)東西南北

東をチュプカ cupka とか､コタンパ kotanpa という｡コイカウンクル koykaunkur

(東の人)0

西をチュプポク cuppok とか､コタンケシ kotankes という｡コイポクンクル koypokun-

kur(西の人)0

東のことをコイカ koyka､西のことをコイポク koypok という｡コイカウンク koykaun

kur は東の人､コイポクウンクル は､西の人｡

コタンパ kotanpa(村の上手)といえば､東のこと (川下)で､コタンケシ kotankes

(村の下手)といえば､西のこと (川上)0

ヌプリパウンクル nupuripaunkur は､東の人､ヌプリケシウンクル nupurikesunkurは､

｢一番ビリの人｣で､西の人だ｡ヌプリパウンク)I,も偉いが､ヌプリノシキウンクル nupurinoski

unkur が一番偉い｡

〔白沢ナベ氏〕

2)ペナとパナ

川上をペッペナ petpena という｡ペナタ アン フチ penataanhuci｢川上のおばあ

さん｣｡上 (モンベツの尻あたりで､モンベツ川が千歳川に出会うところ)の人をペニウンウタ

ル peniunutar という｡

川下をペッパナ petpana という｡下の人をペッパナウンクルル petpanaunkur と

か､ペッパナウンウタル petpanaunutar という｡パナタ アン フチ panataanhuci､

パナ ウン フチ panaunhuci｢川下のおばあさん｣｡

私のような者は､パナ ウン ウェンクル ウタル panaunwenkurutar｢川下に住む貧

乏人｣だ｡

｢川上へ｣をへベラ hepara という｡へベラ パイェ アン heperapaye芯an｢川上へ我々

は行 く｣｡へベラ パイェ アン ロ heperapaye-anro｢川上へ行こう｣｡

｢川上から｣をホベラ hopera という｡ホベラ サパン hoperasap-an｢川上の方から

来る｣｡

｢川下へ｣を､へパシ hepasi という｡-パシ サナン hepasisan-an｢川下へ我々は行

く｣｡ヘパシ パイェ アン ロ hepasipaye-anro｢川下へ行こう｣｡

｢川下から｣をホバシ hopasi という｡ホバシ アリキ アン hopasiarki-an｢川下から
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我々は来た｣｡

｢川筋から離れて山の方へ｣をへマカシ hemakasi という｡へマカシ パイェ アンhemakasi
paye-anro｢川筋から離れて山へ行 く｣｡

｢川筋から離れた奥の山から｣をホマカシ homakasi という｡ホマカシ アリキ アン ロ
homakasiarki=anro｢川筋から離れた奥の山を降りて川の方へ向かおう｣｡ホシビ アン ロ

hosipi-anro｢山を降りて､村へ帰ろう｣｡

｢川筋へ｣をヘラシ herasi という｡ヘラシ ラナン herasiran=an｢川の方へ降りる｣｡
｢川筋から｣をホラシ horasi という｡ホラシ ャパン ロ horasiyap-anro｢川筋か
ら高い方へ上がる｣(パイェ アン ロ とは言わない｡)0

図I7.川筋の上下と左右の方位名称

pana
川上

makasi

ho-

〉
he-

he･求心的
ho一遠心的

ras呈

｢海の方へ｣をエビシネ という｡エビシネ サパン episnesap-an｢海に行こう｣

ペッ エトコ petetoko は支筋湖のこと｡

〔小田イト氏〕

ペテトコ petetoko とは､川の源頭のことで千歳川のペテトコは､支第湖のペッパル pet

etoko とは､川の源頭のことで千歳川のペテトコは､支努湖のペツバル pettpar(湖から川

への出口)だ｡シコツ パロホ sikotparoho と言ってもよい｡

〔白沢ナベ氏〕

ペ トットタ イテキ シノッ アン ヤイキプテ ナ petottaitekisinotan.yaykipte

na.｢川の側で遊んではだめ｣(ラーケタ r芸keta ｢川の側｣とは言わない｡
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メナシ menasi とかスム sum は､風を表す言葉で､支筋湖で漁をするときに使う｡

〔小山田直美氏〕

10-4-4.地理 ･地名

わき水 ナム マクカ nammakka｡音から､川沿いの大きな道路が､町へ行 くときとの道

で､町への往来に必ず休むところがナムマタカだった｡特にイナウは立ててなかった｡

〔小田イト氏〕

千歳川のことをシコツ Sikotと呼んだ｡大きな川だからシペッ sipetともいう｡ランコシや

ウサクマイへ行こうと言うとき､シコトウン パイェ アン ロー sikotunpaye-anro と

いう｡

ペッパル petpar というのは千歳川が支努湖から流れ出る川口のこと｡今の鉄橋のかかって

いる所を言う｡シコップトウ Sikotputu は千歳川の出口のこと｡今､オサツ沼と言っている

所は一つではなく､どうしたのだろうかと考えている｡

〔白沢ナベ氏〕

ペツバル petpar に鉄橋がかかっている｡シコツ パロホ sikotparoho は､湖から川が

流れ出る口｡

〔小田イト氏〕

千歳川は長沼 (アイヌ名はわからない)をまわって､石狩のほうへ行 くのではないか｡

〔小田イト氏〕

千歳川の一番上流はシペッ エ トコ sipetetoko のことだ｡

〔小田イト氏〕

千歳川の一番端(上流)はペッパル petpar だけれども､沼(支第湖)の一番奥はピプィ pipuy

だな｡ピプィの奥には鉱山もある｡女はマタギに行 くことないからピプィまで行 くことはない｡

ピプィは奥の川だ｡この川から流れだした水が支第湖に流れ込み､その水が千歳川に流れ込む｡

ピプィだけでなく､オコタン okotan という川も支筋湖に流れ込んでいる｡

〔白沢ナベ氏〕

エトコ etoko はペッパル petpar までいかない所の､途中をさす言葉だ｡

〔白沢ナベ氏〕

シサムナイ Sisamnay は､樽前山(ウフイヌプリ uhuynupuri)の沢で枯れ沢である｡ヌ

マサク numaSak (?)するから､シサムナイというのだろう｡

シサムナイは船で渡ってマタギに渡るところ｡ペツバル petpar から舟で渡る｡なぎの時な

ら丸木舟でみんな働きに歩いたものだ｡

〔白沢ナベ氏〕

ポロヌプ poronup はアッペナイ atpenay のこちら側だ｡

〔白沢ナベ氏〕

ママチ川をママチ mamaci､その支流をイケスイ ママチ ikesuymamaci (反対の方角

-86-



へ流れているから)という｡

サッポロ satporo は､豊平川のこと｡サッポロ ウン パイエ アン ロ satporoun

paye-anro｢札幌へ行こう｣｡サッポロは､父から聞いた話だが､普段は干せているが､雨がふ

ると水が増えるところで､｢水のない大きな川｣という意味だ｡

〔小田イト氏〕
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